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人口減少？



「人口減少」問題

厚生労働省ウェブサイト
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/shakaihoshou/dl/07.pdf



人口減少？

日本の歴史の中で人
口が1億人を超えてい
る期間は20世紀後半
から21世紀前半の100
年足らずの間だけ



少子高齢化？

総務省統計局https://www.stat.go.jp/data/jinsui/2019np/index.html
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人口全体に占める「子ども・高齢者」の割合の推移

総務省統計局（ http://www.stat.go.jp/index.htm ）「人口の推移と将来人口」より作成



定住人口・交流人口、「関係人口」

総務省「関係人口ポータルサイト」http://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/



見えてくるものは？

• 人口は100年前の水準に「戻っていく」だけ

• 「子ども・高齢者」の割合は高度経済成長前に「戻っ

た」だけ

• 「人口」の概念は「住民票に記載された人」だけ？



まともがゆれる？



NPO法人スウィングの事例

• 2006年設立

• 障害者総合支援法に則った福祉施設（福祉的就労）

• これだけ見れば「普通の障害者福祉施設」だが・・・

• 〈定款に記載された目的〉この法人は，既存の仕事観や
芸術観にとらわれない自由な働きや表現活動を基軸とし
た事業を行い，「障害」「健常」「大人」「子ども」
「男」「女」等あらゆる「枠」を超え，同じ時代，同じ
社会に生きる人々が多種多様な価値観のもと，出会い，
関わり，支え合うことのできる社会環境づくりに寄与す
ることを目的とする。



NPO法人スウィング

• モットーは「ギリギリアウト」

• 「始業時間はまちまちだし、眠くなったら昼寝すること

が奨励されているし、特に理由もないのに休みを取る人

には拍手が送られる。知らぬ間に僕たちの内面に救って

しまった窮屈な許容範囲の、ちょっと外側に勇気を持っ

て足を踏み入れ自己規制を解除し続けることで、かつて

はアウトだったものが少しずつセーフに変わってゆき、

『普通』や『まとも』や『当たり前』の領域が、言い換

えれば『生きやすさ』の幅が広がってゆく」

木ノ戸昌幸『まともがゆれる』朝日出版社、2019。P.20-21



清掃活動「ゴミコロリ」

• スウィングでは仕事を「人や社会に対して働きかける

こと」と定義

• 対価の有無に囚われない活動を「OYSS!」(O＝おもし

ろいこと、Y＝役に立つこと、S＝したり、S＝しな

かったり)と総称

• 「OYSS! 」を代表する取り組みが「ゴミコロリ」。

2008年にスタート、火バサミとゴミ袋を手に「ゴミコ

ロレンジャー」が毎月第３水曜日に出没

木ノ戸昌幸『まともがゆれる』朝日出版社、2019





清掃活動「ゴミコロリ」

• 通常のゴミ拾いなら・・・

• ボランティア活動／感謝と温かい言葉・・・だが飽きる

• 「単純作業を魅力的な活動に変えること」に

• コスチューム姿の「ゴミコロレンジャー」

• 活動当初は・・・「不審者」として通報され、子どもに

は驚かれ、泣きわめき逃げまどわれる

• 活動を続けると・・・「町の人気者」、そして「おなじ

みのローカルヒーロー」に

木ノ戸昌幸『まともがゆれる』朝日出版社、2019



清掃活動「ゴミコロリ」

• 「不審者」扱い「異物」→町の人気者、「おなじみの

ローカルヒーロー」に

• まちがきれいになる

• 一銭も儲からないのにみんな楽しみにしている

木ノ戸昌幸『まともがゆれる』朝日出版社、2019



NPO法人スウィングの事例

• 福祉の世界の「構造」

• 「健常者」と「障害者」

• 「職員」と「利用者」

• 「支援者」と「被支援者」

• という二分化された構造

木ノ戸昌幸『まともがゆれる』朝日出版社、2019



NPO法人スウィングの事例

• 複数の視点を持つことで

• 「福祉的就労」だけでない活動へ

• 「人力交通案内」

• 「ゴミコロリ」

• 「オレたちひょうげん族」

• →「職員」と「利用者」の関係をないものに

• →多様な「働き」の形を創造



「地域めがね」を通して観ると



出所：片寄俊秀『まちづくり道場へようこそ』学芸出版社、2005年、p.52


